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太
陽
光
植
物
工
場 

 

太
陽
光
植
物
工
場
は
、
太
陽
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
活
用
し
て
大
規
模

な
農
作
物
生
産
を
行
う
施
設
で
あ
り
、

気
温
・
湿
度
・
二
酸
化
炭
素
・
光
強
度

な
ど
の
様
々
な
環
境
要
因
を
制
御
す
る

こ
と
で
４
定
（
定
時
・
定
量
・
定
品
質
・

定
価
格
）
の
農
作
物
生
産
を
目
的
と
し

て
い
る
。
太
陽
光
植
物
工
場
先
進
国
で

あ
る
オ
ラ
ン
ダ
は
、
狭
小
な
国
土
に
も

関
わ
ら
ず
世
界
有
数
の
農
産
物
輸
出
国

と
な
っ
て
お
り
、
近
年
、
わ
が
国
に
も

同
様
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
国
際

競
争
力
の
あ
る
農
作
物
生
産
シ
ス
テ
ム

の
候
補
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

  

植
物
診
断
技
術
の
必
要
性 

 

太
陽
光
植
物
工
場
で
は
、
季
節
変
化

や
気
象
条
件
の
変
化
に
よ
る
生
育
状
態

の
変
動
や
病
虫
害
の
発
生
な
ど
を
正
確

に
把
握
し
て
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
う
こ
と
が
生
産
性
（
収
益
性
）
最
大

化
の
必
要
条
件
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な

生
産
を
実
現
す
る
た
め
の
切
り
札
と
し

て
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
ト
・
ア
プ
ロ
ー

チ

(SPA
: 

Speaking 
Plant 

A
pproach)

技
術
で
あ
る
。SPA

と
は
、

様
々
な
セ
ン
サ
を
用
い
て
植
物
生
体
情

報
を
計
測
し
て
生
育
状
態
を
診
断
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
生
育
環
境
を
適

切
に
制
御
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

非
破
壊
・
非
接
触
タ
イ
プ
の
植
物
診
断

技
術
はSPA
に
お
け
る
最
重
要
技
術
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

大規模で効率的な農作物生産を実現する太陽光植物工場（上・中段右）。高精度生体情報計測を実現する植物診断ロボット（左・下段）。 

 

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
蛍
光
計
測
ロ
ボ

ッ
ト
に
よ
る
光
合
成
機
能
評
価 

 

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
（Chl

）
蛍
光
は
、

Chl

が
吸
収
し
た
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う

ち
で
光
合
成
に
使
わ
れ
ず
に
余
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
が
赤
色
光
と
し
て
捨

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

Chl

蛍
光
を
計
測
す
る
こ
と
で
、
植
物

体
に
触
れ
る
こ
と
な
く
光
合
成
機
能
に

関
す
る
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 写

真
（
左
・
下
段
）
は
、
我
々
が
開

発
し
たChl

蛍
光
画
像
計
測
ロ
ボ
ッ
ト

で
あ
る
。
大
型
の
青
色LED

パ
ネ
ル
か

ら
励
起
光
を
照
射
し
、Chl

イ
ン
ダ
ク

シ
ョ
ン
現
象
をCCD

カ
メ
ラ
で
計
測

す
る
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
る
こ
と

で
、
人
間
の
目
で
は
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
光
合
成
機
能
の
不
均
一
分
布

や
日
単
位
の
変
化
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

 
 

知
能
的
環
境
調
節
の
可
能
性 

 

た
と
え
ば
、
前
日
の
光
合
成
機
能
の

計
測
結
果
に
応
じ
て
翌
日
の
夜
間
気
温

設
定
を
変
更
す
る
と
い
っ
た
太
陽
光
植

物
工
場
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
フ
ル
活
用

し
た
環
境
調
節
も
想
定
さ
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
の
設
定
変
更
に
対
す
る
作
物

の
応
答
に
つ
い
て
も
数
値
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
プ
ロ
セ

ス
の
全
て
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
録
す

る
こ
と
で
、
生
体
情
報
に
基
づ
い
た
環

境
調
節
の
知
能
化
が
早
々
に
達
成
さ
れ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。 


